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曲面構造を持つ分子の一部は、積み重なるようにし
て集積化することが知られています。我々はおわん
型分子であるバッキーボウル類が持つこの性質と、
ターゲット分子面内の双極子モーメントの精密制御
を組み合わせることで、様々な誘電特性を有する分
子性結晶材料の開発を行っています。これにより、
異方的な誘電応答性を示す結晶や、結晶化の際の溶
媒を変えるだけで、1 桁から数万程度に至るまで、
異なる誘電率を有する結晶を与えることのできる分
子の開発に成功しています。
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バッキーボウルを使った純有機誘電性結晶の開発
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原子論により内部または外部にて平衡状態から外
れて駆動される動的表面の物理と化学を研究して
います。プラズマ - 材料界面や、プラズマプロセ
ス中にかかる高温、高ストレスによって微小スケー
ルで発現する現象に着目しています。近年の成果
として、スピントロニクス応用に向けた量子材料
の合成と特性評価、非破壊レーザー診断法を用い
た複合材料の機械特性評価、核融合装置における
プラズマ対向材料内の水素同位体輸送と吸蔵に関
する知見が挙げられます。
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プラズマ・材料界面における
非平衡状態表面の物理と化学
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